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 要 旨 

背景： 

中等量の飲酒は心血管イベントを減少させうるが、そのようなリスクが高い集団におけ

る心房細動に対する飲酒の効果についてはあまり知られていない。 

目的： 

我々は、中等量の飲酒と心血管疾患もしくは糖尿病を有する高齢者における心房細動発

生リスクの関連性について調べた。 

方法： 

我々は、2つの大きな降圧薬治療トライアルに参加し、ベースラインで心房細動のない

30,433 名のデータを解析した。患者は 55 歳以上で、心血管疾患もしくは臓器障害を伴う

糖尿病の既往があった。様々な国で使用されているガイドラインに基づいて中央カットオ

フ値により飲酒レベルを low 少量、moderate 中等量、high 多量に分けた。また、一日 5

回以上の飲酒を大量飲酒と定義した。一次アウトカムを心房細動の発生とした。 

結果： 

あわせて 2,093 名で心房細動を生じた。1,000 人年あたり年齢・性別を標準化した発生

率は low レベル飲酒の患者で 14.5 人、moderate レベルの患者で 17.3 人、high レベルの

患者で 20.8 人であった。Low レベル飲酒量の参加者と比較して、それよりも多い飲酒量

の参加者で心房細動の発生リスクが増加した（moderate レベルで調整ハザード比 1.14、

95％信頼区間1.04〜1.26、highレベルで調整ハザード比1.32、95％信頼区間0.97〜1.80）。

大量飲酒者を除いても結果は同様であった。中等量飲酒の参加者において、大量飲酒者で

は非大量飲酒者と比較して心房細動発生のリスク増加を認めた（調整ハザード比 1.29、

95％信頼区間 1.02〜1.62）。 

結論： 

中等量から多量の飲酒は、55 歳以上の心血管疾患あるいは糖尿病ある集団における心

房細動の発生の増加に関連していた。中等量飲酒者において、心房細動発生リスクに関す

る大量飲酒の影響は習慣的な多量飲酒の影響と同様であった。 


